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四次元の伝道師
向 山 毅
1は じめ に
19世紀末から20世紀の初頭にかけて 「四次元」とい う言葉は知的興味の対象であった。ここ
でい う 「四次元」とは空間としての四次元のことであ り、相対性理論で言 うような時間を含ん
だ四次元時空のことではない。これは19世紀の半ばまでに数学者の間で四次元あるいはもっと
一般にn次 元空間の幾何学についての研究が進み、その成果が一般に知 られるようになって
きたことが原因の一つである。アリス トテレス以来私たちが住んでいるの空間は三次元で平ら
である、すなわちユークリッド幾何学で取 り扱われる空間であると考えられてきた。 しか し19
世紀になって四次元あるいはもっと高次元の空間についての幾何学が研究され、非ユークリッ
ド幾何学についてもほぼ同じころロバチ ェフスキー、ボヤイ、 リーマンたちによって開発され
ている。このあた りの歴史については論文[1]で述べ られている。
もう一つの原因としては当時の心霊術の流行がある。心霊現象と四次元との関係は以前から
指摘 されていたが、ライプチ ヒ大学の物理学 と天文学の教授であった ツェルナー(J.C.F.
Z611ner)が米国人の霊媒スレー ド(HenrySlade)の行った心霊現象を四次元の存在を証明す
るものと述べたことにより一挙に世間の注 目を集めた。スレー ドはツェルナーと彼の同僚の面
前で両端を結び封蝋で封印したループ状の紐に手を触れることなしに結び 目を作ることに成功
した。こうした結果を信 じたツエルナーは1878年にr超 越的物理学』[2]とい う本を著 し、四
次元空間の存在を証明するための実験を提案 している。英国の有名な物理学者であるクル ック
ス卿(SirWilliamCrookes)もスレー ドを支持 した一人であった。 しか しスレー ドはその後 ロ
ンドンで行った心霊術により詐欺罪で有罪判決を受けた。この裁判は英国で大変な評判となり、
「四次元」とい う言葉はいい意味でも悪い意味でも一般に知られるようになった。
また1884年にアボット(E.A.Abott)はrフラットラン ド』で上下方向のない平面上に存
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在す る二次元 の世界について の物語を発表 した[3]。この物語 の中で主人公であ る正方形は三
次元空間か ら球 の訪問を受け、高次元世界を体験す る。 シ ェイ クス ピア学者、学校長で牧師で
もあ るアボ ッ トは この本で高次元空間へ の興味、 ヴ ィク トリア朝 の社会へ の風刺、神秘体験 な
どを表現 しよ うと した。『フラ ッ トラン ド』 はた ちまち成功 を収 めて版を重ね、今 日で も世界
の多 くの国で読 まれてい る。二次元世界を考え ることに よ り、高次元空間について の概 念を表
そ うとす る手法はそ の後多 くの人た ちに よって用い られてい る。
四次元 の概 念を更に広めた のは英国 の数学者 ヒン トン(C.H.Hinton)であ る。彼は 『思考
の新紀元』[4]と 『四次元』[5]で四次元空間を視覚化す る方法、それに よって人間 の空間感
覚を拡大 し、世 界につい ての高 次の知 覚を得 る ことを述 べてい る。r科学的 ロマン ス集』[6]
では四次元空間について のエ ッセイ と二次元や高次元世界について の物語を、最後 の著書 とな
った 『平面国 のエ ピン ー ド』[7]では薄い 円盤 の上に垂直に立 ってい る二次元人 の世界を考え
てい る。彼は また四次元超立方体に テ ッサ ラ ク ト(tesseract)とい う名前をつけた。
ヒン トンは短い間 日本で過 ご した後、晩年は米国で暮 ら した。そ の米国で も四次元は人 々の
関心を集め、多 くの雑誌が四次元について の解説記事にペ ージを割いてい る。1909年には科学
雑誌 と して有名 なrサ イエン テ ィフ ィック ・アメ リカン 』が四次元について の論文 のコン テス
トを開催 した[8]。このコン テス トは 「一般 の読者に理解で きるよ うに四次元 とい う言葉 の意
味を2500語以内で説 明す る」論文を募集す る1)もので、最優秀作品 の賞金 は当時 としては高額
の500ドル であ った。 コン テ ス トには米 国のみな らず トル コ、オ ース トリア、 オ ラン ダ、イン
ド、 オース トラ リア、 フ ラン ス、 ドイ ツなどか ら245編の応募 があ り、優秀 な作 品は 『サイエ
ンテ ィフ ィック ・アメ リカン 』誌に掲載 され るとともに単行本 と して 出版 された。 このよ うに
「四次元」 とい う概 念は当時 の人 々に熱狂的に受け入れ られていた。例えば ドス トエ フスキ ー
のrカ ラマー ゾフの兄弟』ではイ ワンが神 の存在を証 明す るのに三次元以上 の空間 の概 念を用
いてい る2)。こ うした現象を リン ダ ・ヘン ダーソン(L.D.Henderson)は『現代芸術におけ る
四次元 と非 ユ ーク リッ ド幾何学』 とい う本[9]の 中 で四次元 は 「最近 のブ ラックホ ール と同
様に人 々の想像力を捉えていた」 と書いてい る3)。
こ うして 「四次元」について の関心が盛んに なるにつれて、四次元空間を私た ちの知覚 の限
界を超越 した高次元 の現実世界 と して考え る人た ちが現われた。ヘン ダーソン は このよ うな四
次元 につ いての考 え方を 「超空間哲学」 と呼んでい る4)。最初の超空間哲学者 と考 え られ るの
は上で述べた ヒン トンであ るが、そ の影響を受けて超空間哲学を発展 させた のが米国 のブラグ
ドン(C.Bragdon)とロシア人 のウスペン スキ ー(P.D.Ouspensky)であ る。 ブラグ ドンは
r高次元空間入門』[10]やr四次元 の展望』[ll]などの著書に よ り四次元空間を人間 の意識
の進化 として とらえた。一方 ウスペン スキ ーは 『ター シャム ・オル ガ ヌム』[12]と 『新 しい
宇宙像』[13]で独 自の次元論 と時 間論 を展 開 している。
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これらの超空間哲学者のうちヒン トンの生涯と思想に関 しては四次元空間についての解説書
[14,15]及び中沢新一の 『東方的』中の 『四次元の花嫁』[16]に述べられているし、ウスペ
ンスキーについても既にコリン ・ウイルソン(ColinWilson)による伝記[17]がある。また
ヘン ダーンン の本[9]でも取 り扱われている。更に両者に関しては四次元や神秘思想に関す
る多 くの資料で取 り上げられている。一方、ブラグ ドンに関 してはヘン ダーソンの本5)と中沢
新一[16]が簡単に述べているのみであまり知られていない。
ブラグ ドンは多芸多才の人であ り、建築、舞台装置、著述、出版、神秘学など多 くの分野で
活躍 した。彼は 『一つ以上の人生』とい う自伝を出版 している[18]が、そこでは個人的な人
生、建築家としての人生、劇場での人生、文学者としての人生、神秘家としての人生の五つの
章に分けられている。また彼はこれらの分野にわたって合計20冊以上の著書を残 している。こ
の論文ではブラグ ドンの自伝[18]とその著書を通 して、彼の生涯と四次元空間についての概
念すなわち超空間哲学について考察する。
2ブ ラグ ドンの生涯
クロー ド・フ ァイエ ッ ト・ブラグ ドン(ClaudeFayetteBragdon)は1866年8月1日に母方
の祖父 の家 であ るオハイオ州オバ ー リン(Oberlin)で生 まれた。彼 の父 ジ ョージ ・チ ャン ド
ラー ・ブラ グ ドン(GeorgeChandlerBragdon)は新聞の編集者であ り、当時は ニ ューヨー ク
州 ア ダムス(Adams)で ア ダムス ・タイ ムスの編 集に従事 していた。 また母キ ャサ リンは組
合教会派 の牧師 の娘で、子供雑誌 のコラムの編集を していた。子供時代は父 の転勤に ともなっ
て ウオー タータ ウン(Watertown)、オス ヴェゴ(Oswego)、ロチ ェスター(Rochester)な
どのニ ューヨー ク州北部 のい くつか の町で過 ご してい る。父は詩を書 き、神智学に興味を持 っ
ていた。父 の影響で ブラグ ドンは小 さい ときか ら神秘学 の本に親 しみ、 また演劇に興味を持 っ
て劇場に通 っていた とい う。1884年に一家が ロチ ェスターに移 ってか らは、1923年に最終的に
ニ ューヨー ク市に移 るまで の期間 のほ とん どを ここで過 ご してい る。
1886年に高等学校を卒業 した後は家庭 の事情で大学には進学せずに、学生時代か ら巧みであ
った デ ッサン の腕を生か して建築事務所で製図工 の見習い となった。彼は多 くの製図 コン テス
トで優勝 し、 ロチ ェスター建築図面 同好会を組織 してい る。特に製図 の速度が速い ことで有名
であ った。 また地元 の新聞に漫画を掲載 した りも していた よ うであ る。
1890年ブラグ ドンは彼 の建築図面 の腕を雑誌 の挿絵 の分野で生かせ ないか と考えて、 ニ ュー
ヨー クに行 ったが成功 しなか った。 しか しあ る雑誌社か ら古い建物 の写真を絵に複製す る仕事
を依頼 され る。そ の仕事を高 く評価 されて ニ ューヨー クの建築家 のもとで働いたが、彼に独立
を勧 め られて・㍉ ファロー(Baffalo)で過 ごした後1891年に ロチ ェスタ ーに戻 って仕事 を続
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けた。 この間独学で建築学を勉強 し、建築家 と して も経験を積んでい る。彼は ロチ ェスターの
ニ ューヨー ク中央駅、イ タ リア長老派教会、 カナダのオン タ リオ州ペ ーターボ ロー橋 などの多
くの公共建築以外に も ロチ ェスターや オスヴ ェゴで個人 の邸宅を建てた。 これ らの業績に よ り
ブラ グ ドンは1932年に ミシガン 大学 よ り建築学 の名誉博 士号を授与 され てい る。彼 の建 てた
EdwardHarrisHouse(ロチ ェス ター)やBragdonHouse(ジュネ ヴァ、Geneva)は現在で
もホテル と して利用 されてい る。後者は当時 のニ ューヨー ク州 ジ ュネヴ ァ市長 の私邸 と して建
て られた ものであ る。
1895年の夏に彼は ヨー ロッパ旅行に 出かけ、 ロン ドン、パ リ、イ タ リアを訪問 した。イ タ リ
アでは シエ ナとヴ ェニスが気に入 った よ うで長い期間滞在 してい る。 これ らの都市では美術館、
博物館、 カフ ェなどを楽 しんだ よ うであ る。彼が米国を離れた のは このときだけであ る。
建築家 と して活躍す る以外に も、建築、 デザイン 、演劇、 ヨガ、神智学、 オカル トなどにつ
いて多 くの論文 と本を 出版 してい る。彼は 自分 の著書 と個人的に気に入 った著者 の本を 出版す
るため1909年に マナ出版(ManaPress)とい う出版社を始 めた。 こ うして 出版 され た本 の一
つが 『美 の必要性(TheBeautifulNecessity)』[19]であ る。 これはエ ジプ ト、 ギ リシャ、中
世 の北 ヨー ロッパ の建築におけ る神秘主義 と象徴主義について述べた ものであ るが、 この本は
そ の8年 後にr形 象芸術之要諦』 とい う題名で 日本語に翻訳 されてい る。 この出版社は1923年
まで続いた。
ブラグ ドンは父親 の影響を受けて小 さい頃か ら神智学に興味を持 ってお り、 ブラバ ッキ ー夫
人(H.P.Blavatsky)の著書 『ヴ ェールを脱いだイ シス』な どを読 んでいた。彼は ロチ ェスター
に神智学協会 の ロッジを開設 し、その会長 に選 ばれ ている。また 自分 の出版社 よ りブラバ ッキ ー
夫人 の伝記 『書かれ ざる歴史 よ りの挿 話』[20]を出版 している。その彼が 「四次元」 に関心
を持つ よ うに なった のは1907年に ナン セン ス詩人 と して よ く知 られてい る友人 のユーモア作家
バ ージ ェス(FrankGelettBurgess)にヒン トンの著作を紹介 され た ことに よる6)。ブラグ ド
ンは上で述べた 『サイエン テ ィフ ィック ・アメ リカン 』誌 のコン テス トに応募す るとともに、
自分 のマナ出版 よ り四次元に関す る本を 出版 し始め る。
また1910年頃か らは光 と音楽を組 合せた エ ヴェン トを主催 してい る。それ は歌手 のバ ーン
ハー ト(HarryBarnhart)と知合いに なった ことか ら始 まった。 自宅で開いたパ ーテ ィで庭 の
樹木を 日本 の提灯で飾 り、バ ーン ハー トの指揮 のもとに コーラスを聞かせた。色彩溢れ る光 と
美 しい歌声 のハ ーモ ニーは大評判 とな り、「歌 と光 の祭典」 は1915年か ら1918年にかけて ロチ
ェスター、 シラキ ュース(Syracuse)、ニュー ヨー ク市 、 シン シナチ(Cincinnati)などで開
催 された。
ブラグ ドンは生涯に二度結婚 してい る。最初 の妻 シャル ロッテ(CharlotteCoffinWilkinson)
は シラキ ュースの出身で ス ミス ・カ レッジの卒業生であ り、社会運動家だ った。1902年に結婚
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し二人 の男 の子を も うけたが、彼女 は1911年に死亡 している。そ の後 ニ ューヨー クで ユージニー
(EugenieJulierMacauley)と出会い、1912年に再婚 した。彼女は神秘主義者で心霊現象に興
味を持 ってお り、 ブラグ ドンの以後 の精神生活に大 きな影響を与えた。 ブラグ ドンの四次元に
ついて の著作 の大部分が彼女 との結婚生活 の間に書かれた ことは注 目に値す る。彼女は1920年
に死亡 した。
シ ェイ クス ピア演劇 の俳優 ハン プデン(WalterHampden)とは以前 か ら知 合いだ ったが、
1918年に 「ハム レッ ト」 の舞台を設計す るよ う依頼 された。 これが ブラグ ドンの演劇生活 の始
ま りであ った。そ の後1921年に も 「マ クベ ス」 の舞台を担当 した。1923年ハン プデン は ブラグ
ドンに ニ ューヨー クに来て彼 の舞台を設計 し、監督す ることを依頼 した。妻 ユージニーが死ん
だ後 の ロチ ェスターで暮 らす ことに魅力を失 っていた ブラグ ドンは建築家 と して の生活を捨て、
ニ ューヨー クに移 って演劇 の世界で生 きて行 くことを決心す る。 この年彼は ハン プデン の 「シ
ラノ ・ド・ベル ジ ュラ ック」 の舞台 のために衣装、小道具、舞台装置、照 明を担当 した。そ の
後1934年までに他 に12回ハン プデン のた めに同様 に美 術監督を勤 めて いる。 こ うして ニュー
ヨー クで演劇 人や 美術界 の人 た ち と交 流を 深め て行 った。 彼 は ニ ュー ヨー クの シ ェル トン
(Shelton)ホテルに部屋 を と り、死ぬ までそ こで暮 らした。
ブラ グ ドンが生涯 を通 じて関心 を持 っていた ものに色彩音楽があ る[18]。彼 に とっては色
彩音楽は仕事では な く趣味であ った。鍵盤を弾 くことに よ り音 と色を生 じる色彩 オル ガン は よ
く知 られていたが、彼は色彩音楽は単に音を色に翻訳す るものでは な く種 々な色 の光 りに よっ
て作 られた美的世界に よって希望す る気分を引 き起 こす ものであ ると考えた。 この考えに基づ
いて何台か の色彩 オル ガン を製作す るが、最終的には失敗であ った と述べてい る。
クロー ド・ブラグ ドンと彼 の両親、二人 の妻、二人 の息子、姉 の手紙、 日記、論文原稿 など
の資料は ロチ ェスター大学 の図書館に保存 されてい る7)。
3ブ ラグ ドンの著書と思想
ヘン ダーンン は ブラグ ドンが最初に 「四次元」について言及 した のは1904年のメーテル リン
ク論 である と指摘 してい る[21]。しか しここでは この言葉 は単 に メーテル リン クの思想 と関
連 して用い られてい るだけで、それ以上 の記述は ない。 ブラグ ドンの四次元に関す る興味 の中
心はそ の哲学的意味であ り、 ヒン トンの 「超空間哲学」に大 きな影響を受けてい る。上に述べ
た よ うに ブラグ ドンが友人 のユーモア作家バ ージ ェスを通 じてそ のころ米国に住んでいた ヒン
トン と彼 の作 品を知 ったのは ヒン トンの死 の直前1907年のこ とだ った8)。ブラグ ドンは彼 の自
伝[18]で は ヒン トンに会 った ことは述べてい ない。 しか し母へ の手紙には 「ヒン トンは 自分
が考案 した種 々な色 の立方体を使 って四次元を説 明 して くれた」 と書いてい る9)。
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ヘン ダーンンは ヒン トンの超空間哲学について 「空間を全ての知覚に必要なアプリオリな枠
組であると言 うカン トの解釈は後の注釈者にとっては しば しば否定的な制限であると考えられ
て来たのに対 して、 ヒン トンは私たちが空間に依存 しているとい うことはまさに都合のいいこ
とであると考えている。私たちが空間的な直観によって世界を理解するのであれば、その空間
感覚に特に働 きかけ、新 しい空間を直観するように発展させることができる」10)と書いている
が、ブラグ ドンが共感を覚えたのは神智学とも共通するこうした考え方であろう。 ヒン トンは
また四次元超立方体を三次元空間を横切るときに作られる断面によって想像 しようとしている
が、こうしたイメージは建築家で製図の経験が豊富なブラグ ドンにとっては理解 しやすいもの
である。これに関連 して ヒン トンは 「四次元を視覚化 しようとするあらゆる試みは無駄である。
それは三次元空間における時間的な経験 と関連 させねばならない」11)と述べているが、ブラグ
ドンも四番 目の次元を時間 ・運動に関係するものと捉えている。
ブラグ ドンの四次元についての最初の仕事は1909年のrサイエンティフィック ・アメリカン』
誌のコンテス トへの投稿論文である。コンテス トの応募論文のうち優秀な作品21編と優勝者の
受賞後の寄稿1編 は審査員であった数学者マニン グ(H.P.Manning)の序文とともに 『やさ
しく説明された四次元』とい うタイ トルの本として出版された[8]。最優秀賞と1等から3等
賞までの作品が選ばれているが、ブラグドンの論文 「空間と超空間(SpaceandHyperspace)」12)
は残念ながら入賞を逸 したようである。出版されたコンテス トの応募論文にはいずれもヒン ト
ンの影響が感 じられる。その特徴は全てが空間的な四次元を考えていて、時間を扱ったものは
ないことである。既にアイン シュタイン の相対性理論は1905年に発表されていたが、まだ一般
の人には四次元時空 とい う概念は知 られていなか った。 しか しウェルズ(H.G.Wells)は
1895年にrタ イムマシン』[22]を発表 していて、そ こでは時間を四番 目の軸 と考える四次元
空間の概念が述べられている。もう一つの特徴は心霊術や神智学のような神秘学に関連 した四
次元の精神世界への応用について述べたものが少ないことである。これはおそらくスレー ドの
スキャンダルがまだ影響 していてこうした話題を避けたのだと思われる。
コンテス トには匿名で応募することが求められていたので、ブラグ ドンは 「四次元超立方体」
を意味するテ ッサラクト(Tesseract)というペンネームを使用 している。これはヒン トンの
造語であ り、このことからもヒン トンの強い影響が うかがえる。この論文でブラグ ドンはまず
「空間とは自分より高次の空間を互いに分離 しているものである。私たちの空間は自分自身が
含まれていない方向に動 くことにより高次元空間を生成する」と定義 し、二次元空間の正方形
から三次元の立方体、四次元空間の超立方体を作 り、その性質を説明する。次に ヒン トンの
『平面国のエ ピンー ド』と同様に円盤の縁に垂直に立っている二次元人を考え、この二次元世
界の人が三次元空間を理解する方法について述べている。この類推から 「私たちが三次元 しか
理解できないとい う事実は四次元の存在に対する反証にはなっていない」 と結論する。「三次
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元空間で矛盾する事実が観測され」、「もし四次元を考えることによって矛盾を解決できるので
あれば」四次元空間の存在の証拠となる。ヘン ダーソンはこうした議論はツェルナーの名前こ
そ出てこないが、彼のスレー ドの実験についての説明[2]を信 じているものと指摘 している。
彼の最初の著書r正 方形としての人間(MantheSquare)』[23]1よ小冊子として1912年にマ
ナ出版か ら出版され、1913年にr高 次元空間入門』[10]の後の部分に含まれている13)。ブラ
グ ドンは自伝にその出版に至る事情を次のように記 している14)。ヒン トンの著書を読んで感銘
を受けたブラグ ドンは超空間の概念を一般の人に分 りやすいように沢山の図面を使って説明す
る入門書を書こうと思いたった。知人である数学者ウェイン(P.H.Wynne)に相談 したとこ
ろ始めは反対されたが、詳 しく説明すると興味を示 し出版前に原稿を批評 してい くれることに
なった。途中で落胆 してこの本で一番よいと考えていた 『正方形としての人間』となる部分を
暖炉の火に投げ込んだが、その瞬間にまずウェインに見せるべきだと考えて燃える前に火箸で
取 り出した。ウェインは原稿を読んで激賞 して くれた。このことから 『正方形としての人間』
はもともとr高次元空間入門』の一部として書かれたことが解る。 したがって後に後者に含ま
れる形で再出版されたのであろう。
この本でブラグ ドンは二次元世界の比喩を使って、人間の叡智、愛、調和、神などの概念を
説明しようと試みている。正方形の形を した二次元空間を考えよう。この世界を三次元図形で
ある立方体が通 り過ぎるとき、立方体が平面に入射する角度と経過時間によって点、直線、三
角形、矩形、正方形、六角形などの図形が生 じる。こうした様子を示す興味深い図面が本に含
まれている。これらの図形が二次元世界の住人であるが、実は上に述べたように本質的には三
次元の立体(人)が 現象世界である平面上に射影された表現になっている。この世界での不幸
や厄介ごとの原因は二次元世界で図形が不規則な形を しているためである考えられる。 したが
って賢明な二次元人はできるだけ対称性の高い形、すなわち正方形に変わ りたいと望んでいる。
しか しこうした試みは成功せず、最後に図形の輪郭を変えるためには意識の変革によってのみ
達成されることを悟るようになる。このためには彼の暮らしている 「現象的な平面」である正
方形上ではなく、立方体が彼の世界を横切るとい う高次元での 「創造の平面」で考えなければ
なりないことになる。
正方形である人間が他の平面人と出会 うと互いに愛の引力で引き付けあい、最後には互いの
辺を接するようになる。このときに他の図形に対応 している立方体も平面との間の角度を変え、
平面上の図形は正方形となる。最も幸福な状態の正方形は四つの辺を他の四つの正方形で取 り
囲まれた形である。三つの正方形が互いに接 したとき輝 く白い光が生 じる。この光 りが立方体
に当たると、その六つの面は展開されて平面の上に十字架の形となる。こうして二次元世界の
人間は三次元空間を知 ることにより 「世界 と一致(squarewiththeworld)」す ることができ
るのである。この寓話で用いられている 「現象的な平面」と 「創造の平面」とい う用語はブラ
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バ ッキーの著書[24]からとられてお り、ブラグ ドンの他の作品と同様に神智学の影響が大き
い。
ブラグドンの四次元に関する著書の中でもっとも有名なのはr高 次元空間入門』[10]であ
ろう。28ペー ジの本文以外に30ペー ジの版画が含まれてお り、後者の部分は四次元に関 して19
世紀以降考えられてきたいろんな概念を図示 したものとその解説とから構成されている。四次
元超立方体の三次元表示、次元と対称性との関係、超自然現象への応用、異なった入射角度で
平面を横切る立方体など多 くの興味深い図面が示されている。本文ではブラグ ドンは 『サイエ
ンティフィック・アメリカン』誌のコンテス ト論文と同様に 「物理現象が(高 次元の)概念を
導入することにより矛盾なく説明できるのであれば高次元空間を受け入れる用意がある」とい
う立場で 「空間とは次の高次の空間の二つの部分を互いに分離するものである。また任意の空
間は新 しい方向すなわちそれ自身には含まれていない方向へ動 くことにより、その次の高次の
空間を生 じる」とい う定義の下に四次元空間を考えている。
ブラグ ドンはこの本で人間の感覚にとって超越的である高次元空間を理解する手段としての
意識について述べている。「四次元についての意識の観念により心理学 と物理学の境界を押 し
戻 し、超越的な四次元を感覚 として捕らえる」15)のである。またヒン トンよりの超空間哲学に
よる伝統にしたがって、第四番 目の次元として時間を考えている。「ある段階の意識にとって
時間であるものが次の高次の段階においては空間」 とな り、「四次元を空間の新 しい領域、す
なわち私たちが指 し示すことのできない方向としてではなくて、成長や変化の原理として」考
えている16)。このようにして私たちの空間を三次元の空間と一次元の時間 ・運動であると理解
する。運動の形態としては 「生命、有機体、簡単なものから複雑なものへの転換、固体の収縮
や膨張」などが考えられる。これと関連 して彼は 「進化」とい う概念を高次元空間と組み合わ
せて 「この変化する心理学と物理学の境界は低次元と高次元の空間を分けている線であるとす
ると、全進化過程は相続 く空間 ・世界の次元をひとつずつ征服することになる」17)と述べてい
る。ブラグ ドンはまた 「数理物理学者は現象を三つの空間軸と一つの時間軸を含んだ四つの同
等の座標で表すと、明白な実験的な矛盾が消滅 し、物理学の数学的基礎が大いに簡素化される
ことを発見 した」と書いている。これは明らかに相対性理論のことを述べていると思われるが、
アイン シュタイン の名前は引用されていない。ブラグ ドンは相対性理論についての知識を数学
者のウェインから得ていたものと思われる。
r高次元空間入門』を出版 したブラグ ドンは 「四次元の哲学的概念はく世界の謎への鍵〉を、
四次元の幾何学は新 しい装飾の様式を発見 した」18)と述べている。後者の概念は特に重要であ
るので図を多 く含んだ本の形で公表 したいと思った。大急ぎで書き上げられ1913年に出版され
たのがr射 影的装飾(ProjectiveOrnament)』[25]である。 ブラグ ドンはこれまで 「建築と
装飾には(そ の時代に)特 有で相応 しい形の言語があった」が、「現代は美を表現す るための
一104一
ク ロ ー ド ・ブ ラ グ ドン
言語を持 っていない」 と主張 している。「幾何学と数はあらゆる種類に形の美 しさの根源とな
っている」19)ので、新しい形の言語を作るための源として幾何学を用いることを提案する。そ
のために彼は四次元図形を使 うことを考えた。序文にはこの本を書 くのに参考に した図書とし
て ヒン トンの 『四次元』やマニングの 『四次元幾何学』[26]などが挙げられている。 この本
では四次元図形から新 しいスタイルの装飾を作 り出すために二つの方法が用いられている。一
つは四次元多面体を様々な角度か ら平面状に射影することによって得 られる。第二の方法は
「ボール紙の箱をその辺に沿って切 り取って平面状に折 り重ねるのと同様に、四次元図形をあ
る面に沿って切 り離 したものを三次元空間へ と折 り重ねる」 というものである20)。また四次元
空間 とは関係ないが、整数で作られた魔方陣(MagicSquare)で数字を1か ら順に結んで行
ってできる模様を使 うことも提案 している。こうしてできた線を 「魔法線(MagicLine)」と
呼んでいる。この本にはこれらの方法で描かれた多 くの美 しい図が示されている。こうしたデ
ザインは実際に 「歌と光の祭典」で提灯の模様に使用された。
1916年にブラグ ドンは四次元に関する最後の著書r四 次元の展望』[ll]を出版 した。「この
本はもともとr高次元空間入門』の一部 として計画されていた」21)のだが、 ウェインの 「世界
の他の場所でこれと同じ種類の事を書いている人がいるかもしれない。私はあなたの本が最初
のものになることを希望する」と絶えず激励 して くれたことによってやっと出版されたもので
ある。後にこのことが事実であったことが判明した。 ロシアでウスペン スキーがほぼ同じ内容
を扱った 『ターシャム ・オルガヌム』[12]を書いていたのだ。
この本では これ までブラグ ドンが他の著書で述べてきた 「四番 目の次元 と時間 ・運動」と
「意識の進化」に基づいた物理学的世界や精神世界について述べている。その内容は物質の対
称性、分子の構造、天体の運動、電流などの物理現象やツエルナーのr超越的物理学』と心霊
現象、曲がった時間、睡眠と夢、東洋哲学、神秘学など広い分野にわたっている。彼によれば
「いわゆる空間の次元は登山家が絶壁の表面に刻む足場が絶壁そのものであるように、空間と
関連 している。それは絶壁にとって必要なものではなくて、登山家にのみ必要なのである。次
元性は空間の無限の概念に登る精神の方法である。四次元とい うときその無限を理解する第四
番 目の段階を意味 している」22)おり、「進化は空間に対する闘争であ り、空間の征服である。」23)
こうした高次元についての意識の進化により私たちの他人や神に対する関係に根本的な変化が
生ずるはずであると指摘 している。
4『 夕一シ ャム』の衝撃 とその後
ブラ グ ドンは ウスペン スキーのrタ ーシャム ・オルガ ヌム』[12]との出会 い とその関わ り
を 自伝 で次の よ うに述べ ている24)。rlgl8年の春に青 白い顔 を した勉 強好 きに見 え る若 い ロシ
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ア人 ニコラス ・ベ ッサラボブ(NicholasBessaraboff)カミ突然やってきて ウスペン スキーの
『ターシャム ・オルガヌム』を教えて くれた。彼は私の 『四次元の展望』をフィラデルフィア
の図書館で見て、私がウスペン スキーのこの仕事について知るべきであると思ったのだ。この
本と私の本の間には同じような見解があったからである。」
次の訪問で彼はウスペン スキーの本を持参 し、「彼は英語を うまく喋れなか ったが、思考伝
達とい うや り方で四次元としての時間についてのウスペン スキーの考え方と空間の次元と意識
の拡張との関係をなんとか伝えることができた。私はす ぐに興奮 し、この本を翻訳 して米国で
出版するべきだと言った。彼はもともとそ う考えていて、そのために助けを求めて私のところ
に来たのであった。」 このようにして翻訳が始まったが、「ベ ッサラボブが一語ずつ ロシア語か
ら英語に翻訳 し、私なりの用語でその意味が明確で正確に表されたと二人が同意するまで文章
を一つずつ議論」する方法で行われた。翻訳は1919年の年末に完成 した。ブラグ ドンは1922年
版に 「英語版への序文」を書いている。
ウスペン スキーの超空間哲学はブラグ ドンのものと共通点が多い。ここでは 『ターシャム ・
オルガヌム』の内容には直接触れないで、ブラグ ドンによる 「英語版への序文」25)を通 して彼
がこの本をどう考えたのかを見てみよう。まず 「ウスペンスキーの 『ターシャム ・オルガヌム』
とヒン トンの 『思考の新紀元』は実質上同じ哲学を提示 してお り(ヒン トンの本は骨格を示 し
ているにすぎないが)、数学とい う同じ経路を辿 ってそれに到達 している」 と述べている。ま
た時間については 「時間とは不完全に知覚された空間の四次元である それは意識によって
連続的に理解 され、一時的な錯覚を生み出す。」要約すれば 「この本はく意識の研究〉と呼ば
れるにふ さわ しい」 となる。「世界の次元性は意識の発達に依存 しているのである。人間は発
達の第三段階に達 しているので、三次元の空間意識を持っているのである」、そして 「ウスペ
ンスキーは意識以外のものが発展 した り発達 した りするのではないと結論づけ、意識の発達に
は限度がないように見えることから、彼は空間を意識の多次元的な鏡とみなし、時間と運動を
錯覚とみなす。時間や運動 と見えるものは現実には高次元空間における意識の運動にすぎない」
と書いている。 したがって 「もはや時間の存在 しなくなるような高次元の意識状態」を習得 し
「この世界で高次元意識あるいは宇宙意識を発達 させた者たち」について述べている。「この
本全体は新 しい法則の上に築 き上げられて」お り、「空間、時間、運動に関する目を見張るよ
うな革命的概念を含んでいる。」
以上の引用から二人の哲学の類似点が多 く、この本を読んだブラグ ドンが大きな衝撃を受け
たことが理解できる。その後の経過を再びブラグ ドンの自伝に したがって追ってみよう。英語
訳の出版前後にブラグ ドンとべ ッサラボブは赤十字や政府を通 じてウスペン スキーに連絡をと
ろうとしたが、ロシア革命後の混乱のために生死す ら不明であった。1920年にコンスタンチノー
ブルで難民生活を していることが判明し、ブラグ ドンは翻訳出版を知らせて自分の著書と著作
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権料に相当す る資金を送 った。後に彼は 『ターシャム ・オル ガヌム』 の愛読者であ る女性 の援
助を受けて ロン ドンに移住 し、そ こで神秘学 の グルー プを作 った。ブラグ ドンとウスペン スキ ー
が会 った とい う記録は ない。rタ ーシ ャム ・オル ガヌム』 は英 米で大評判 とな りマナ出版では
需要 に応 じきれ な くな ったので、 ブラグ ドンは 自分 の著書を含め た版権 を クノ ップ(Knopf)
社に移譲 した。
上で述べたようにブラグ ドンは 『四次元の展望』以降、四次元についてまとまった著書を出
版 していない。 したがってブラグ ドンが四次元に関する本を書いたのは 『ターシャム ・オルガ
ヌム』の翻訳(1919)を除けば1912年から1916年までの4年間で しかない。 これにはい くつか
の原因が考えられる。最初に彼の二番 目の妻ユージニーの影響である。彼の四次元に関する著
書は二人が結婚 していた1912年から1920年までの間に集中 している。ユージニーは心霊術に興
味を持ってお り、予言の才能に恵まれていた。それは神のお告げを自動記述するものであった
らしい。『ターシャム ・オルガヌム』の翻訳に障害が生 じた際にも彼女の予言がその解決に貢
献 した26)。ユージニーの死後ブラグドンは 『神託(オ ラクル)』とい うタイ トルで彼女の予言
集を出版 している[27]。そんな彼女が死亡 した後は彼は以前ほど四次元に関心を持てな くな
ったと想像できる。
二番 目の理由は1923年に彼がニューヨークに移 り、演劇界に入ったために忙 しくなったこと
であろう。三番 目に自然科学、特に物理学の進歩がある。1919年頃からアイン シュタイン の相
対性理論が一般に知られるようになり、私たちの空間と時間に関する概念は大きな変更を経験
した。超空間哲学でい う四番 目の次元としての時間は相対性理論の四次元時空と一見似ている。
しか し特殊相対性理論では真空中の光速度が重要な役割を果た してお り、空間の収縮や時間
の遅れが生 じる。一般相対性理論では時間と空間に物質が関連 して くるが、ブラグ ドンたちの
四次元空間はそ うした意味では完全にニュー トン力学に基づいている。 したがって両者はまっ
た く異なった概念であると言える。
しか しブラグ ドンの 『四次元の展望』以降に出版された建築や神秘学に関する多 くの著書に
も四次元に関する章が含まれている。このことは 「四次元」はブラグ ドンの生涯で一貫 して重
要なテーマであったと言える。だがこれらの論文では既に発表された内容の繰 り返 しが多 く、
あま り新 しい概念の発展は感 じられない。そのうち 『ニュー ・イメージ』[28]の中の 「四次
元」とい うタイ トルの章はウスペン スキーの 『ターシャム ・オルガヌム』を説明するものとし
てブラグ ドンの自伝[18]で紹介され27)、自伝の最後に付録として含まれている。それによる
と 「時間は空間の四番 目の次元」とい う表現は不適切で、時間は 「それによって宇宙の四次元
的な相または拡張が意識として現われる様式」であ り、また 「四次元を理解する最も有望な道
筋を指摘 したのはウスペン スキーである。彼の見解によれば意識以外には何ものも存在 しない。
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すなわち意識が根源であ り、唯一の進化は意識の進化」である。
5四 次元の伝道師
ヘン ダーンンは超空間哲学の特徴を 「無限」「意識の進化」「哲学的一元論」とい う言葉で表
現 している[21]。ヒン トンから始まる超空間哲学者たちは 「四次元空間の実在性」を信 じ、
高次元空間を私たちの知覚を超えて認識することにより新 しい世界像を うち立て、それによっ
て新 しい人間像を形成 しようと試る。ブラグ ドンは 「四次元空間の四番面の次元は時間 ・運動
である」ことと 「四次元空間を知覚するためには意識の進化が必要である」ことを主張するこ
とにより、 ヒン トンの思想を一歩前進させたと言える。これとほぼ同じような哲学をウスペン
スキーが独立にrタ ーシャム ・オルガヌム』で展開 している。 しか しウスペン スキーが高次元
空間から出発 して 「時間論」と 「次元論」へ発展させているのに比べるとブラグ ドンはまだ体
系的な哲学にまでは至っていない。ウスペン スキーはその後 『新 しい宇宙像』でその哲学を更
に発展させているが、ブラグ ドンには 『四次元の展望』以後は四次元に関する著書はない。ブ
ラグ ドンのr高次元空間入門』とr四次元の展望』はいずれも小冊子であ り、ウスペン スキー
の二冊の著書に比べて量的にも内容でも見劣 りがする。また二人とも神智学者であるが、この
方面でもウスペン スキーはグルジェフ(G.1.Gurdieff)の高弟として有名であ り、その業績は
はるかに優れている。もちろんウスペン スキーは職業的な思想家 ・神智学者であ り、一方ブラ
グ ドンは建築家 ・舞台芸術家とい う職業を持っていたとい う点を考えなければいけないが。更
にブラグ ドンは他の超空間哲学者に比べて心霊術などオカル トを好む傾向が強い。
ヒン トンの作品は生前ほとんど一般に知られていなかったが、死後多 くの人に読まれるよう
になった。ブラグ ドンは ヒン トンの超空間哲学の普及に貢献 した一人であると言える。同様に
これまで欧米にまった く知られていなかったウスペン スキーを紹介 したのはブラグ ドンによる
『ターシャム ・オルガヌム』の翻訳であった。 したがってブラグ ドンは自ら四次元に関する著
書を著 しただけではなく、超空間哲学の普及に大きな寄与を したと言える。
またブラグ ドンはr正 方形としての人間』とr高次元空間入門』で超空間哲学について述べ
ただけではな く、四次元の概念を多 くの図で示 して一般の人に理解 しやすい形で紹介 し、『射
影的装飾』では四次元図形に基づ くデザインを開発 している。製図工として出発 して建築家と
なったブラグ ドンにとって、三次元の物体を二次元の図に描き、二次元の図面から三次元世界
を構築することは簡単であった。この才能を三次元と四次元の関係に応用することは比較的容
易であったと思われる。これらの図はその後の四次元に関する多 くの本で利用されてお り、ま
た多 くの芸術家に刺激を与えている。その一つの例 として ロシア ・アヴンギャル ドの画家マ
レーヴィッチはブラグ ドンの図に基づいて 「太陽の征服」とい う作品を発表 している[29]。
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以上のことを考えるとブラグ ドンは超空間哲学者としてよりも、む しろ四次元思想の普及に
大きな働きがあったと言ってもよい。その意味で彼を 「四次元の伝道師」と呼ぶのが相応 しい
であろう。
ブラグ ドンは四番 目の次元として時間 ・運動を考えていると述べたが、これは三次元の空間
と一次元の時間とい うことではない。時間は空間と同等であ り、四次元の空間として考えられ
るべきでる。この考え方は相対性理論と似ているように見えるが、上に述べたように両者の間
には大きな相違がある。実際に彼は 『四次元の展望』でアイン シュタイン の名前を引用するこ
となしに相対性理論について述べている。 しか し彼にとっては相対性理論は実験結果を矛盾な
く説明するための方法で、時空概念についての革命的な理論とは捉えていないようである。ブ
ラグ ドンは1934年にアイン シュタイン と会っている。そのときには相対性理論についての話題
はなく、アイン シュタインはブラグ ドンにテレパシーについて質問 しただけだった28)。
ブラグ ドンの四次元についての著書は多 くの前衛芸術家に影響を与えた。一方、ブラグ ドン
は新 しい芸術にほとんど興味を示 していない。1895年のヨーロッパ訪問の際にもパ リで当時の
前衛画家たちと会った様子はない。これは彼に四次元思想を教えた友人のバージェスがパ リ滞
在中に ピカンやブラックたちと親 しく交際 したのとは大きく異なっている。こうしてブラグ ド
ンの前衛芸術家への影響は著書を通 してのみの一方通行であった。だがニューヨークに移って
からの著書 『ニュー ・イメージ』[28]でセザン ヌやブラン クーシについて述べてお り、1928
年ころからニューヨーク在住の現代芸術家たちとの交流が始まった。 しか し四次元に最も興味
を持っていたデュシャン(M.Duchamp)は当時ニューヨークに住んでお り、ブラグ ドンの著
書を読んでいたと思われるが、二人が会った形跡はない。
6お わりに
19世紀末から20世紀の始めにかけて四次元空間は一種の知的ブームを引き起こした。 クロー
ド・ブラグ ドンは建築家、舞台芸術家、作家、出版業者、神智学者など多 くの顔を持っていた
が、四次元空間を一般に普及するにあたって大きな貢献を果た している。彼は ヒン トンの 「超
空間哲学」を更に発展させるとともに、それまで考えられてきた多 くの四次元の概念を図の形
で表現 した。こうしてブラグ ドンは 「四次元の伝道師」として20世紀の最初の四半世紀の精神
世界や芸術に大きな影響を与えてきた。 しか しその後自然科学の発達に伴い、彼らのい う 「超
空間哲学」は過去のものとなって しまった。
現在物理学の世界では高次元空間の存在が常識 となってきている[30]。こうした空間が私
たちの人間の存在や意識とどう関係するかについては何も解っていない。かって超空間哲学が
こうした問題をどう取 り扱っていたかをもう一度振 り返えってみるのも興味あることである。
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その際にブラグ ドンの著書やその中に含まれる多 くの図面は私たちが四次元空間や超空間哲学
を理解するのに大いに役に立つであろうと期待される。
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